
賑わいや交流を生み出すやまぐちの都市公園の整備
平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 山口県

公園施設の利用者を5％（R5）増加
公園施設長寿命化計画に基づく計画期間内の施設改築・更新目標箇所に対し、改築・更新が完了した箇所の割合を100％（R4末）

（H30当初） （R2末） （R4末）
県立5公園の総利用者の増加率を算出する。
総利用者の増加率（％）＝（目標年次の総利用者-H30年度総利用者）/H30年度総利用者×100

長寿命化計画に基づく施設の改築・更新が完了した箇所の割合を算出する。
長寿命化計画に基づく施設の改築・更新率（％）＝改築・更新済み箇所/計画期間内の改築・更新目標箇所×100

Ａ　都市公園事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 策定状況

A12-001 公園 一般 山口県 直接 379 4.5 策定済

A12-002 公園 一般 山口県 直接 304 1.7 策定済

A12-003 公園 一般 山口県 直接 86 策定済

A12-004 公園 一般 山口県 直接 0 策定済

A12-005 公園 一般 山口県 直接 40 -

A12-006 公園 一般 山口県 直接 39 策定済

合計 848

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4

番号 備考

　社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価書
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

事後評価
実施体制、実施時期 事後評価

令和6年11月6日

実施体制 実施時期 

県立都市公園において、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備や長寿命化計画に基づく改築・更新など、安心安全で快適な利用に資する公園整備を進め、さらなる利用促進を図る。
民間活力等による新たな公園の利活用に資する基盤整理を進め、賑わいの創出と交流の促進を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

100%

5%

0%

0%

土木建築部評価システム検討委員会にて、事後評価を実施

事業完了後

公表の方法

山口県ホームページに掲載

全体事業費
合計

（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ）
848百万円 Ａ 848百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名 事業内容

市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益比

Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円

山口県 都市公園事業（山口きら ら博記念公園） 130.3ha、園路・広場他 山口市

山口県 都市公園事業（亀山公園 ） 6.8ha、斜面崩壊対策 山口市

（事業箇所） （延長・面積等）

山口県 都市公園事業（維新百年記念公園） 43.5ha、陸上競技場他 山口市

山口県 山口県公園施設長寿命化 対策支援事業 亀山公園他4公園における園 路・広場の改築・更新 等 山口市他２市町

山口県 山口県安全・安心対策緊 急支援事業 維新百年記念公園他1公園 山口市他１市町

山口県 公園施設長寿命化計画策 定調査 維新百年記念公園他4公園の 計画見直し 山口市他２市町

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度）

合計

一体的に実施することにより期待される効果



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4

番号 備考

全体事業費
（百万円）（面積等）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・幼児用トイレ、授乳室などの施設整備により、子供連れが安心して利用できるようになり、公園の利用促進が図られた。
・整備計画内の施設改築目標箇所に対し、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備・改修及び公園施設長寿命化計画に基づく施設の改築・更新を行った結果、公園利用者が安全・安心に利用できる
公園となった。

Ⅱ定量的指標の達成状況

定量的指標 最終目標値 最終実績値 目標値と実績値 に差が出た要因

指標①　(公園施設の利用者の増加率) 5 ％ 5 ％ 安全安心な公園が整備され利用者が増加し、目標を達成した。

指標②　(長寿命化計画に基づく施設の改築・更新率) 100 ％ 100 ％

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

県立都市公園において、引き続きユニバーサルデザインに配慮した施設整備など、安心安全で快適な利用に資する公園整備を進め、さらなる利用促進を図る。
民間活力等による新たな公園の利活用に資する基盤整備を進め、賑わいの創出と交流の促進を図る。

効率的な事業執行に努め、目標を達成した。



計画の名称 賑わいや交流を生み出すやまぐちの都市公園の整備

計画の期間 平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 交付対象 山口県


